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The aim of this study an attempt to make clear the development of the concept 
of the gentleman in relation to the social structure in ninetennth century Eng-
land. Charles Dickens'sleak House is examined here. Literature皿akesit possib-
1e to analyse contemporary society more realistically than by social science， 
， beciluse， it tends to show the time and society more vlvidly by its free imag-
ination. Fro阻 thispoint of view， the concept of gentleman in the nineteenth 
century England will be dlscussed in this paper， Dlainly concerning self-皿ade
皿anand gentleman in the Blea量House.
1.荒涼館にみられる社会像 ー序にかえてー
本稿の目的は19世紀イギリスにおけるジヱン
トルマン概念の追究の試みとして、 C.Dickens
の荒涼鎗にみられるジェントルマン像の検討、
さらにその明確さを期すための補助的な試みと
してセルフ・メイドマン像の検討をも合わせて
テーマヘアプローチを試みるととである。
ヴィクトリア朝中期のロマン主義は、文学を社
会的再生の機能体として、つまり小説は時事的
な側面の追究といった傾向を持つものとして当
時の社会と係わりを持っていたと指摘されてい
る。 1 まして、 C.Dickensの荒涼館が社会小説
であると言われるように、之の作品における
階級社会、社会制度それに人間の資質について
の問題が19世紀社会の秩序に言及するものであ
るととを思えば、まさしく時代の動向と完全に
合致する作品であるようにおもわれる。さて、
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ヴィクトリア朝中期の社会において、 1832年の
選挙法改正、 1846年の穀物法 (cornlaws)の廃
止等はプルジョワ階級が社会的勢力を拡張して
いく手がかりを与えるものであったと言われて
いる a 又、イギリスの繁栄と富強を世界的に
誇示する結果になった大博覧会(1851年)の成功
は、ブルジョワ階級にとって栄光の年でもあっ
た。確かにヴィクトリア朝中期の経済的繁栄は
科学、産業、教育の進歩と不可分に発展したも
のであったと恩われるが、こうした時代は同時
にメイヒューやアクトン等の報告によって知ら
される労働者階級の貧困や悲惨な状況は、社会
的不平等の側面をも当時のイギリス社会が抱え
る問題として提起されてくるようになるのであ
る。こうした動揺するヴィクトリア朝中期の社
会にあって、特に工業化社会を背景としたブル
ジョワ階級の社会的成長はこれまでイギリス社
会において、その思考・行動様式を支配してき
た伝統的な社会的、文化的価値基準に対する見
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直しが求められるようになってくるのである。
では、こうした状況ドのヴィクトリア朝中期の
社会をC.Dickensは荒涼館においてどのように観
ていただろうか。まず、この作品の序章はロジ
ドンの霧に覆われた大法官裁判所である ο この
大法官裁判所ではいつ終結するともわからない
Jarndyce対Jarndyceの裁判の遅延が社会的テー
マとなって展開されていくのであるが、この裁
判Iの遅延こそは「先例と慣習の世界J4 に原因が
あった。つまり、「大法官裁判所というものは、
たといときおりの法の遅延を招き、少しは混乱
をひき起すにしでもあらゆる物事に永遠の決着
ーーーをつけるために人間の知恵の極致がほかの
さまざまなものといっしょに、考え出したもの
である J. 5 であれば大法官裁判所に対する批判
は既存の社会秩序を乱すものであるという考え
方が支配的であったと思われる。とのように伝
統的社会の価値基準そのものに原因があったよ
うに思われる裁判の遅延こそは、ヴィクトリア
朝中期の社会そのものであったと言えよう。し
かも荒涼館という小説の内容全体がヴィクトリ
ア朝中期の社会状態を表現しているように思わ
れる。つまり、荒涼館とはイギリス社会であり
、そのイギリス社会という家が荒れ巣てて「こわ
れた屋根から雨がもり、くさりかけたドアのと
ころまで雑草が道をふさいでしまったロ J 6 よ
うな荒涼たる家になっていることを象徴してい
ると思われる c ヴィクトリア朝中期の社会をと
のようにみたにDickensであれば、当時の階級社
会や社会制度に対しでもするどく批判を展開し
ていくのである。「廃れたとは申せ、わが国の行
犠作法はいまだに上つ方のあいだに名残りをと
どめております。イギリスは一一一一悲しいかな
、わが祖国よ!一一一ーまったく堕落いたしてし
まい日ごとに堕落しつつあります。もうとの国
の中に紳士はあまり残っていません。わたしど
もは数少ないのでございます。わたしどもの跡
継ぎと申せば、ただ織物職工どもの仲間がいる
ばかりでございます。 J7 とのようなC.Dickens
によるヴィクトリア朝中期の社会の描写はまさ
しくブルジョワ階級の社会的成長がそのまま伝
統的社会体制を脅かす状況になってきた状況を
示唆するものであったと忠われる。「それにつげ
でも、とれば今の時世がおちいってる混乱、つ
まり境界線の抹殺、水門の開放、差別の根絶を
示すーっの著しい例だがJa スマイルズの思想
の担い手ともいえるヨークシャーの鉄工場主の
政界への進出の気運こそは伝統的社会の諸機構
が地割れを行して崩壊していく寸前の状況でも
あったろう。 C.Dickensが描くヴィクトルア覇中
期の社会とは工業化社会を背景にして社会的成
長ををしてくるブルジョワ階級と伝統的社会体
制とが社会的、文化的価値基準をめぐって階級
間の対立が深刻化していた時代であったと思わ
れる。さて、今回はこのように荒涼館にみられ
るヴィクトリア朝中期の社会構造の中でのジェ
ントルマン概念の追究の試みであるが、それは
同時にイギリス資本主義の発展にともなって変
容したと思われるジェントルマン概念の問題を
設定するための大雑把な予備的試みでもある。
2. 荒涼館にみられるジ、ヱントルマン像
い1わゆる伝統的ジ‘ェントルマンの資質というも
のが、 トーマス Bエリオットによって構築されそ
の普遍的文化概念がイギリス社会を支配して以
来、それはイギリス人にとって思考ー行動様式を
決定するためのステイタスシンボルでもあった
と言えよう。しかしながら、産業革命期を経て
社会的成長をするブルジョワ階級の社会的勢力
の増大は、伝統的ジェントルマン階級の秩序の
動揺ばかりか、それに伴って生じる新たなジェ
ントルマン像の模索が展開されてくるのである
「名流入士のうちには教養、思慮、勇気、廉恥
心、美貌、美徳の持主が少なからずいる。だが
絶大な長所がいろいろあるにもかかわらず、名
流入土にはどこか少しまちがったととるがある
J 9 それは一体何であったか。それはGeorge
IVにみられたような伊達男に代表されるような
特賓が伝統的支配階級に多くみられるようにな
ったことを指摘しているように思われる。 C.
Dick巴nsによれば、 dandyis阻とは社会の批判者で
あり、社会への参加を拒否するような、いわば
プルジョワ階級の価値体系であるレスベクタビ
リティの観念とは相入れないものであったと言
われている。 10 このように荒涼館にみられる伝
統的ジェントルマンに対する観方は、人文主義
的教養としての価値は容認しながらも、さらに
日1
荒涼館にみられる rジェントルマン』概念
レスベクタピリティの観念をも合わせてもつよ
うなジェントルマン像が期待されていたように
思われる。「彼らは時代という時計の針を逆にま
わし、数百年の歴史を抹殺することによって民
衆をきわめて美しい、信仰にあつい存在たらし
めようと願うのだ a 一一一彼らは一切が永遠に
停止しているととを発見した。いかなるものに
対してもよろこびもしなければ悲しみもしない
。また思想、によって心をかき乱されることもな
い。彼らにとっては一一一真剣になったり、進
展する時代の影響をうけたりすることがないよ
うに注意しなければならぬのである。 J11 C. 
Dickensはチェスニ・ウオールドに怠いてみられ
る上流階級の人物像を人間的、社会的な発展と
いうものに対して全く無関心な集団として描い
ている。であれば経済的繁栄によって刻々変容
していくヴィクトリア朝中期の社会にあって、
支配階級の自覚も「時世がどういうほうに進んで
いるのかじっさい分かりません。 J12 というほ
ど当時の社会に困惑していたチェスニ一一・ウォ
一一Jレドにおける上流階級はもはや統治者とし
て不適格者とみなされていたように思われる。
であるからC.Dickensはこのような社会体制の中
枢における彼らの無責任がトム・オーール・アー
ロンズ通りの悲惨な状況をつくりだす原因でも
あったと指摘するのである。さて、 C.Dickens
が荒涼館において伝統的ジェントルマンに対す
る描写を試みている箇所が多数散在すのである
。例えば、リチヤード・カーストンは8年間パブ
リック・スクールの教育を受けた、性格的には
優柔不断さが目立つ19才の若者である。「どんな
物事をも、未決定の、不確かな混乱したものと
して、あとへ引き延ばし、一一一手あたり次第
のなり成きまかせに任せて(どういう成り行きか
も知らないのに)一一一中途半ばでやめてしまう
あの習慣」日を植えつけたのは大法官府にもそ
の責任があるというのであるが、そのヴィクト
リア朝中期の社会である大法官府を支えるパブ
リック・スクールの教育内容にも批判が詮がれて
いくのであっる。人文主義的教養を身につけ、
しかも「ラテン語の詩を勉強した人が」、「僕はな
にになったほうがいいのか全然わかりません。 J
14 というように、 C.Dickensはリチヤード・カー
ストンを通して伝統的ジェントルマンの教育機
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関であるパブリック・スクールの教育内容自体に
疑問を投げかけているように思われる。牧師以
外なら、例えば、「僕はボートをこぐのが好きな
んです。弁護士の実習生たちはずいぶん舟遊び
にゆきますね。すてきな職業です。」、外科医、
「それこそ僕の望むととろです。 J、「陸軍です a
もちろん。まず僕がしなければならないのは将
校に任官することです。一一J15 r僕は今日で軍
人を辞職だ。一一一結局との職業もとれまでと
同じことだったお。ついでに牧師にでもなれば
よかったと思うよ。そうすりやインテリの職業
は全部ひとわたりゃったことになるからね。 J
U まさに 19世紀のイギリスに怠いては伝統的
ジェントルマンの職業として、リチヤード・カー
ストンが体験したようなのもが社会的地位を確
立していたと言われている。 17 しかし、リチ
ヤード・カーストンのこのような気まぐれな性格
はJarndyce対Jarndyceの訴訟事件の結果を期待
する側面があったにしても、すべてに勤勉に努
力する習慣、つまり生活していくこと自体に積
極的な関心を養ってごなかったことにその原因
があったというととであろう。ととにおいてC.
Dickensのパブリック・スクールの教育内容批判
は、伝統的ジェントルマンの教養にレスベクタ
ピリティの観念をも期待していたことが伺えよ
う。さて、荒涼館におけるパブリック・スクール
の出身者といえば、スキンポールもそうである
。とのフットポールを得意とする伝統的ジェン
トルマンは医者としてドイツの公爵家に待医と
92 
愛知工業大学研究報告， 第28号A， 平成5年 Vo1.28-A， Mar.1993 
しての体験をもっ身であったが、この「スキン
ポールさんにはとの世の中でもっとも古い弱点
が二つあったからです。つまり、一つは時間の
観念がないとと、もう一つはお金の観念がない
ことでした。一一ー大好きなのは新聞をよむこと
、鉛筆で空想のスケッチを描くとと、自然、芸
術J18 であり、ただ社会に対して求めるものと
言えば、自分を生かせてもらいたいだけという
気ままな、まさに〈資本主義の精神〉というもの
を微塵も持ち合わせていない芸術家のジェント
ルマンであったロであれば彼の哲学、「雄蜂の
の哲学J19 を展開するなかで勤勉な努力に対し
ては冷ややかな態度を示しながら、。マンチェ
スターやヨークシャーの強くたくましく生活す
る階殺を批判するのである。さて、大雑把であ
るが荒涼館にみられる伝統的ジェントルマンに
対してC.Dickensがどのような観方をしていたの
かを検討してみた。そこにおいてC.Dickensは伝
統的ジェントルマンが備えるべき資質としての
人文主義的教養については評価を与えながらも
ブルジョワ階級が求めたような時代的精神と
しての人生における積極的姿勢、勤勉な努力に
対する無関心(批判)な姿勢に対しては批判的で
あったように思われる。
3. 荒涼館にみられるセルフ・メイドマン像
ヴィクトリア朝中期の社会においてブルジョワ
階級の社会的成長は伝統的ジェントル像の肯定
的な側面も、ある意味ではネガティブな側面を
もつようになってくる。というのもこのネガ
ティブな側面の強調こそはセルフ。メイドマン像
に連なるものであったろうと思われる。ここで
は、 C.Dick臼nsがセルフ・メイドマン像をどのよ
うに描いているのかを検討してみる。「徒弟と職
工をして参りました。長年のあいだ職工の賃金
で暮らして参りましたので、ある程度から先は
、独学をしなければなりませんでした。委は職
工長の娘で質素に育てられました。ただ今お話
しいたしました息子のほかに、娘が三人います
が、さいわい私たち夫婦の場合とちがいまして
もっとずっと便宜をはかつてやることができ
ましたので、かなりのいや充分な教育を身につ
けてさせました。私たちの大きな苦労と楽しみ
の一つは子供たちをどんな身分にもふさわしい
ようにすることでございます。 J 2 0 この少々
長い引用文こそは、小学校時代からシチュー鍋
を使って蒸気機関をつくったり、カナリヤが勝
手に水を飲めるような装置を考案して見せたり
21 大きくなっても動力職機の模型をつくっ
たりして、将来を不安がられて北の鉄工業地方
へ送り出され、そとで成長し、世俗的成功をし
た鉄工場長がランスウェルであった。彼こそは
イギリス資本主義の精神の表現者であり、まさ
にスマイルズの思想、の担い手といえる者であっ
たろう。しかも、今やブルジョワ階級の仲間入
りを果たしたエネルギッシュなランスウェルの
チェスニ_oウオールド壮の訪問はヴィクトリア
朝中期社会の状態を如実に物語るようなことで
あったろう。ランスウェルのチェスニー・ウオー
ルドの訪問の目的は、今や徒弟奉公時代も終わ
り、独立していとうとする息子が、ディドロッ
ク公野夫人に仕える若い娘に惣れたため、その
若い娘にとって将来のため女中奉公を止めさせ
、ブルジョワ階級の人物の妻としてその義務を
果たせるようにするため、然るべき教育を自ら
らの手に委ねてもらうためであった。こうした
目的のためのチェスニー・ウオールドの訪問は、
ブルジョワ階級と伝統的社会体制との義務観、
支配階級観、教育観、統治観、等の相違を明示
するような結果になった。レスタ公は伝統的
ジェントルマン社会における義務を果たす以外
にその行動力はさしてないように思われるが、
ランスウェルは活動的で、飾り気や堅苦しさな
ど少しもなく、イギリスの経済的発展を支える
かのようにイギリス〈北部の鉄の国〉を忙しくと
びまわっているエネルギッシュなセルフ。メイド
マンである。そしてとのセルフ@メイドマンは彼
の息子に対しでも「私が自分で自分の道を切り
開いて参りましたと同じように、息子も自分で
自分の道を切り開いていく JZZ ととを期待する
のである。であれば、その息子の妻となるべき
人物の教育は既存の社会秩序に依存して成りた
っているような村の学校では不十分であった。
との鉄工場長によるブルジョワ階級の価値基準
にみる教育観は、教育によって社会的上昇を可
能にしていく世界を暗示するものであったろう
。であれば、教育による階級聞の境界線の抹殺
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は、伝統的な社会機構が崩壊していくととをも
示唆するものであったろう。 C.Dickensが荒涼館
で描写するランスウェルこそ、ヴィクトリア朝
中期の社会の改革者として期待する、それは崩
壊寸前のチェスニ B ウオールドの世界とは対照
的に、強く、たくましい職人でにぎわうヨーク
シヤーに生きるセルフーメイドマン像であったと
思われる。さて、荒涼館にみられるセルフ aメイ
ドマン像として、外科医のウッドコートが描か
れている。彼は「医学のすべての活動に強い関心
を身につけて、一ーさんざん働いてもほんのわ
ずかなお金しか手に入らず、長い年月をかなり
の苦労と失望をかさねても医学の中になにか報
いになるものをみつけよう J 23 とする進出の気
性と、船医となってシナやインドヘ出かけた時
遭難にあったときの外科医以上の行動的で、
献身的な活躍ぶりが、彼を世俗的成功者にした
のである。「これから半年かそこいらの話しだが
、ヨークシャー州のある場所の貧民救護医師の
任命が行われるはずなんだ。そこは産業もさか
んだし、景色もいいし、小川もあれば町もある
。都会もあれば田舎もある。工場もあれば荒野
もあるといった場所で、ああいう人にはもって
こいの口だと思うよ。 J24 つまり、ウッドコー
トは外科医としては勿論、彼の仕事に対する希
望や抱負、そして奉仕的精神といった資質が高
く評価されて職人でにぎわうヨ クシャーの世
界でたくましく生きるセルフ・メイドマン像とし
て描かれているように恩われる。さて、荒諒館
にみられるセルフ・メイドマン像を鉄工場長の
ラウンスウェルと外科医のウッドコートを例に
C.Dickensがセルフ・メイドマン像に求めるもの
が何であったかを検討した。この両者にみられ
る特徴はスマイルズの忍想の担い手であったこ
とだと思われる G ししながら、 C.Dickensはそれ
以上にこの両者に対して他人に対しての犠牲的
な精神、行動力といったものを求めていたよう
に思われる。こうした資質こそヴィクトリア朝
中期の社会における伝統的ジェントルマンに欠
けるものであったと思われるロであれば、荒涼
館においてC.Dickensがセルフ・メイドマン像に
社会の推進者としての期待をよせたのもイギリ
スの社会秩序に対する告発でもあったろう。
f1845年の鉄道ジャガノート」パンチ詩より
暫定的結語
19世紀のジェントルマン概念をC.Dickensの荒
涼館を中心に、そこにみられる社会観との係わ
りを通して大雑把な追究を試みてきた。さて、
C.Dickensによる伝統的ジヱントルマン像は人文
主義的教養を身につけたジェントルマンとして
その文化的価値は容認しながらも、それだけで
はヴィクトりア朝中期の社会という条件に対応
できなくなってきていることを指摘したように
思われる。 C.Dj_ck巴nsによるセルフメイド・マン
像への期待も当時の社会人積極的に働きかけて
いく人物像として搭かれていたように思われる
とのことはまた、 C.Dickensが既成価値体系の
の中では認められない伝統的社会体制の価値体
系に批判的な考えを持っていたからではなかろ
うか。
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